
主な意見 対応する主な事業
・中学生までの医療受診の無料化のおかげで、学校としては怪我をした児童
や病気の疑いのある児童の受診を保護者へ勧めることができている。

子ども医療費助成の実施

・子育ての場面では保護者の生活スキル支援の必要を感じる。子育てに係る
申請の手続きをきちんとできない保護者がいる。
・サービスの申請手続きができない家庭が適切なサービスを受けられない事
態が発生しており、それに応ずる人手が足りない。

【新規】
利用者支援事業

・児童虐待の問題解決の支援が単発的になっており、継続的な支援を充実さ
せる必要がある。

【一部新規】
「児童虐待防止対策の推進」掲載事業

・父子家庭への支援が少ない。
【一部新規】
「ひとり親家庭に対する支援の充実」掲載事業

・朝食を食べさせて学校へ子どもを送り出す力がない保護者を支えること。 家庭教育関連事業
・文字ばかりでなく判り易い形で情報提供することにより、保護者が手続き
に必要なことを理解し、適切な時期に手続きに至ることができるようにす
る。

【新規】
子育て支援情報の適切な提供

②発達に課題のある子どもの保護者に対するグループヒアリング
主な意見 対応する主な事業

・子ども発達センターが定員いっぱいで入れなかった。
・子ども発達センターを利用すると、子どもを預けて自分の時間を確保でき
て助かる。発達、言語、心理相談、内科健診など専門的な支えが充実してい
る。
・療育施設が１箇所だと住む地域によっては通いづらい親もいるので、むし
ろ区内に点在している方がよい。

【新規】
児童発達支援センターの整備支援
子ども発達センター事業

・子どもに係る情報共有について、公の施設同士の情報共有、公の施設と民
の施設の情報共有がなされていない。
・小学校以降の支えの場が少ない。何処へ相談すれば良いか判らず不安。
・小学生になったから発達障害が解消している訳でなく、小学校以降の支え
を厚くして欲しい。個別対応してくれる専門家をもっと多くして欲しい。

【新規】
特別支援教育の充実

グループヒアリングでの主な意見とそれに対応する主な計画掲載事業

①専門支援者に対するグループヒアリング
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主な意見 対応する主な事業
・現在フルタイムで働いており、産休・育休後に職場復帰を考えている。待
機児童が心配。
・出産後半年で職場復帰したいと考えているが、希望している保育園に今の
ところ空きがない状態。いろいろ調べると、不安が募る。
・待機児童がゼロだとしても、希望する園に入れないこともある。遠方の園
で空きがあっても利用できない。

認可保育所の設置・運営
認定こども園の設置・運営
予約入園の拡大
【新規】
小規模保育事業　等

・職場には産休や育休が取得しにくい雰囲気があり、退職せざるを得なかっ
た。また、小さな子どもがいると再就職先も限られてきてしまうことが不
安。

再就職講座

・出産に向けた準備が万全でなく、家族が出張や残業などで自分一人の時に
病院にどうやっていけばよいのか不安。
・多様なサービスや事業が行われているようだが、必要性が高まった段階で
なければ具体的に確認しないので、段階的に各人のタイミングにあった情報
提供があるとよい。
・各種事業やサービスについて問合せしたくても役所は平日しか対応してい
ないため、働いていると利用しにくい。

【新規】
子育て支援情報の適切な提供

・幅広い情報をわかりやすく提供するホームページなどの媒体を充実させる
ことと、個々の具体的な問い合わせに的確に対処できる窓口対応の両方を充
実させることが重要。

【新規】
利用者支援事業

・区の実施している母親学級にも参加したが、平日開催で参加しにくい。
・区で実施している母親学級は、母親同士の交流の場として有意義。

母親学級・パパママ学級

・公園などの緑地整備に力を入れていただけると、子育てしやすい環境づく
りに取り組んでいる自治体だと評価できる。

安全・安心な公園づくり
公園の安全点検

・補助や助成メニューなどが充実しており、子育てしやすい環境だと判断し
て葛飾区に転居した。

【一部新規】
「子育て世帯への経済的支援」掲載事業

・同じような成長段階にある子どもを持つ母親同士が交流できる場があると
安心できる。

育児グループの育成・支援

③出産を控えている妊婦・家族に対するグループヒアリング
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主な意見 対応する主な事業
・産後、家族のサポートを受けることができない人は日常生活で困ってい
る。

ひとり親家庭等ホームヘルパー派遣事業

・出産後、保育園をどうするか不安という話はよく耳にする。
【新規】
利用者支援事業

・母親学級に参加する父親は育児に協力的な人が多いように思われる。
・沐浴クラス参加者の父親の意識は高いように思われる。男性の意識が高い
と母親が安心できる部分もあるが、夫婦で参加し助産師からの助言により、
父親の意識や行動が変わるという効果が期待されていると感じる。

男性の家庭生活参画促進に関する普及・啓発とネット
ワークづくり支援

・自治体事業は妊婦にあまり知られていないようなので、利用できそうなも
のは紹介するが、利用に必要な案内のハガキなどを無くしている人も多い。
サービス利用が必要な時期に合わせた効果的な案内や情報提供が必要。

【新規】
子育て支援情報の適切な提供

④助産師に対するグループヒアリング
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